
特  

年度  
希書論文  

（件）  

研究課埴名  名   名   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的葡点からの成果   その他のインパクト  出  

開l棄  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   廠 取  

得   

候補化合物T－Yは化学構造も作用機序  
も新規の抗HIV菜であり、新薬としての  

期待だけでなく、HⅣの複製機序の更な  
る解明に繋がることが期待される。アク  今まで抗日Ⅳ薬剤開発と実用化を担って  

薬剤耐性川∨／則D  副菜基盤欄  チノヒビンの構造解明とHⅣ特異的阻害  
活性の機序の解明は今後の薬剤開発  来た製薬会社が新しい坑HⅣ薬剤開発 から撤収しつつあるなかで、本研究班の  

S症例数演のための 新規な機序による抗  にとって有益な情報である。APO8ECの  
成果はいずれも新薬開発研究に興味を  

HlV薬剤の開発研究   研究）   研究成果は国際的にも注目を浴びてい  呼び寄せ、再び刺激活性化する原点な  
る最先機の成果である。サル指向性HⅣ  ることが期待される。   
感染モデルの構築はHⅣの病動こ迫る  
国際的にトップクラスの研究成果であ  
る。   る。   

低分子化合物NBD－556が、HⅣ帥120 のCD4結合部位に作用して立体檎遺を  
変化させ、中和抗傭の反応性を増強す  

宿主側及びウイルス  ることを発見した。中和抗体の併用薬と  

側要因からみたH†∨  割薬基盤推  67qの多型に相関を認めた。抗HⅣ療法  
して有望であることが分かった．HⅣ特 興的CTLが認諾する抗原に対する単ク  HIVに関する途上国との共同研究は、科  

新規医薫風・診断薬  感染症の病態解明と   苧技術外交にも寄与できる可能性があ  0  57  0    46  29  0  2  0   

品の開発によるエイ  研究）   ロ る。   

ズ発症防止の研究   CTしのTCRと原を！櫛内で合成し、 蛋白賢レベルでCTLの特異性を再現で  

きた。阜クローン抗体の樹立により、HⅣ 特異的CTLの機能を抗原提示の侃から  
解析する可能性が示された。   の杭州V療法に役立つ。   

サル細胞でのHⅣ－1劇】化や宿主域研究  

から得られた分子生物学的・構造科学  
的情報を基に遺伝子改変を行ない、最  

日本国内でのSPF化個体繁殖や流通環  

画期的な藍長短HⅣ  終的に某1世代クローンに総計僅か10 アミノこたいによ 
境、さらに特異抗体等の研究基盤が整  

－1モデルによる杭エ  創某基盤欄  軌も満な変異導入り 慌されているカニクイザルで実用レベル  
の抗エイズ菜・ワクチン評価システムが  

イズ菜、エイズワクチ ン評価基盤技術の開  確立したことは、今後の日本オリジナル  0  ヱ9    5  40  10  0  0  0   

研究）   先に関する研究   指向性HⅣ－1クローン樹立に成功した。 さらにTrlm5（】を初めとしてEnvやPd－lnt  の新規治療薬やワクチン開発・臨床応  
の機能発現や宿主域規定に関わる新た  用において非軌こ有意葡と考えられ、社  

な分子機構の発見に袈がったことは特  会的・厚労行政上でも高く評価できる。   

蒙に体すると考えられる。   

本研究の成果は、CTL誘満干肪エイズ  
ワクチン開発において、ウイルスゲノム  

本研究では、ワクチンによるCTLメモ  本研究におけるMHCト17レル同定の進  
リ「誘導の効果を初めて証明し、宿主  展は、エイズモデルにおける、より高度  
MHC－t遺伝子型に依存したワクチン効  なウイルス学的解析および免疫学的解  

宿主ゲノム多様性を  副菜基崖欄  果を確認した。この成果は、CTL三芳ヰ予  析を可能とするものであり、予防エイズ  
防エイズワクチン効案への宿主ゲノム 様の響の解明にびつく点で 

イスワクチンⅦ発戦  考慮したCTL誘導エ   
ワクチン開発のみでなく、数多くの疾患  の解明およぴその予防・治療法の脱党  

略   研究）   学術的に慕い意鼓を有している。また、  研究に有用な系の提供に結びつくと考  
進化医科学約手法によリHⅣ・エイズ関  えられる。我々は治療エイズワクチン開  
違遺伝子が同定可能であることを示し  発研究への活用を計画している。   
た点も重要である。  特に臨床試執＝おける評価系確立に緒  96f247c69d93）に掲載された。   

ぴつく什報を捷供する点でも重要であ  
る。   
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特  
年度  原著論文  

（件）  

研究課鵠名  研究事業   研究者代表者点  名  専門的・学術的観点からの成果   
名  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のイン／くウト  出  

朋終  
始7  

和  
文   

得   

HⅣに対するペプチド性融合阻書荊とL  
てん乙8洲が使用されているが、既に耐性  
ウイルスが報告されている。本研究では  
強力な抗日IV活性を有するペプチドを間  ペプチドは製造コストがかかることが関  
発し更に耐性変異を組み込むこと活性  発における大きな障害となっていたが、  

HlV吸麹・膜融合過  軌条基盤推  を増強させることに成功した。今後のペ  本研究で開発されたペプチド性抗日Ⅳ某  
特になし  を従来方法と比較して非常に安価に製  

程を標的とする多剤 耐性克服型HIV化学  遺する技術に関して、平成22年2月1日  
療法剤の開発   研究）   用がかかることが大きな障書であるが、  付けの日経産業新聞、平成22年3月19  

本研究で開発した技術はペプチド製造  日付けの日刊工業新潮で取り上げられ  
のコストダウンを可能にするものと考え  た。   
られる。経口投与可能なCXCR4阻書剤  
の開発はHⅣ感染者の治療に大きく責  
耕するものと期待される。   

本研究では、日本のエイズ戦略に貢献  
するために、新規エイズ医薬品やワクチ  

当初の計画に従って研究を進めたこと  
により、基本的な目標は十分に速成が  

ヒト免疫機構を構築し  できたと評価したい。とりわけ、使用マウ  

た新規「ヒト化マウス」  創義基盤推  スの改良とヒト化の最適化と簡素化、お  現在のところ特にないが、評価を必要と  

ン・治療薬評価系の  を用いたエイズワクチ  19  21   進研究（政  田中 勇悦      よぴヒト化マウスの実験利用範周の拡  

帆尭  研究）  で。ステ は共同研究として国内外の研究機蘭へ  えている。   
供与されるので今後の利用が大いに期  
持される。   ズ克服を8的としたわが園の新規エイ  

ズ医薬品・ワクチンの開発において貢献  
度が高く国際社会への平和軍献にもつ  
ながると期待される。   

研究成果普及を目的に発表会を実施し  
医薬品の研究開発において、疾病の複  た。平成21年度はぃベイオ医薬品の特  
維さ、訊験研究の困難さ、急速に進歩す  本手凛の研究は、医某品の創製・研究  

開発、そして治療法の開発に焦点をあて  
おける多くの研究課髄lま、ガイドライン  法等の開発に関する研究」、およぴエイ  の予防と治療－、大規模副作用症例報  

政策創薬総合研究  2丁  21  剣豪基盤推  財団法人 ヒュー       ているその多方面にわたる研究課旭   
ま 

る。   研究として実用的な研究を実施した。  逢した。   るストレスと疾患、その予防についての  
いる。  5つの研究テーマで成果発表会を実施  

した。   

卵の採取において、マウスと異なりカニ  

医学研究に資するカ   創業基盤推  ウイザルでは未成熟個体を使用する利  
点が認められなかったまた超移植に   前職床研究に利用されるカニクイザル  iPS細胞の樹立検討において、ヒトと同   

19  21   進研究（生  下澤 律浩  果的であった受精卵を利用した積移鴇   l  28  0  0  30  13  0  0  0   
樹立に関する研究  物研究）  では、正常受精由来の細胞質を利用す  策した。   することで未分化細胞株が樹立された。   

る利点が確認された。   
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特  

年度  
原著論文  

（件）  

研究漂僧名  名   名   
臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果  その他のインパクト  出  

開終  
姶7  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   臨 取  

得   

コモンマーモセットにデンダウイルス1－ 4したところ デング熱・デング出血熱lま熱帯・亜熱帯  

型を接種、いずれの型のデ ンケウイルスを接復した値附こおいても  において毎年数千万人の患者が発生し  
血症にウイルス遺伝子が確認された。  

ている。我が国でも年間約1（旧人の輸入  

特にデンダウイルス2型を接種した個体  
患者が報告されている。ワクチンや抗ウ  

劇薬基盤推  においては血中に高いレベルのデング  イルス刺の開発には動物モデル開発が  
新世界ザルを用いた  

ウイルスが検出され、尿中にも持続的に  
必要であるが、これまで動物モデルは開  
発されていない。新世界ザルであるマー モセいて 

ットを用、デングウイルス感染・  
0  0  0  0  2  0    0  0   

に関する研究   テンゲウイルス感染・ 発症動物モデル開発   19  21   進研究（生 物資源・創 梁モデル動  ウイルス遺伝子検出された。脾鼠、リ ンバ♯のリンパ系細胞またはマクロ  
物研究）   ファージ、肝臓のケンパー細胞において  

発症モデルを確立することによリデング  
デング抗原が認められた。コモンマーモ  

ウイルスワクチン等の評価システムと病  

セットはデンダウイルスに対して非掛こ  態解明のためのモデルを構築するため  
感受性が高く、感染後高いレベルのウイ  

の基盤が確立された。本成果はテンゲ  

評価系として有用である。   
乳デング出血勲に対する感染症行政  

ルス血症を示すことが示された。   にとって意義深い。   

治組こよる癌の血管新生の抑制効果、  
あるいは虚血性疾患での血管新生の促  厚生労働行政として、癌疾患・虚血性心  

進効果を判定するためには血管可視化 マウスは有用である 疾患ならびに動脈硬化症性血管閉塞症  
創桑基盤推  。また、様々な血管 によ の治療法の開発は、急務である。とくに  

血管病モデルマウス  進研究（生  疾患り臓器陣書（官障書、心疾患、 こことえと血  
生活習慣病の羅愚者魔の増加は国内  
の医療費の増加に拍手をかけることに   

と血管新生可視化マ ウスの資源化  19  21    物資薦・創 薬モデル動  なり病状の悪化を予防することが期待さ  
物研究）   モルマウスによる態の明のため のモデル作製は不可欠であると考える。  れる。本研究は、血管病の治療あるい  

このために本研究は重要であり、またそ  は癌治癒・虚血性疾患の治療効果判定  
の成果も当初の予定を速成していると  に使用できる生物資源を捷供するシス  
判断する。   ウスは、血栓■脳梗塞の新たな治療法の  テムとしても王事である。   

開発につながる研究であると判断する。   

生活習慣病など多くの疾患は多因子疾  多因子発現システムについては応用範  
Ros826遺伝子座の外来遺伝子発現特  一般に体質と称されるフエノタイプは、逢   患であることが知られるが、そのモデル  多因子疾患の再構成モデルマウスの必   囲が広い。従来の複数遺伝子発現方法   
性について明らかに出来た。多重遺伝  伝手先親王の変異とタンパク寅の変異  動物はほとんど整備されていない。現在  章性を感じていた多くの研究者の利用  は、主にレトロウイルスなどを用いて－  
子のノックダウン法について、使用する  が相互作用して引き起こされる。機能が  知られている多田子疾患モデル動物  が期待される。一旦上手くいくとわかれ  因子ずつぱらばらに導入しており、細胞  

創薬基盤推   べきプロモーターを決定できた。それを  明らかとなったSNPsの歎が増えれば、  は，変異番人や選抜によるものであり、  ぱ，広く使用されるようになるだろう。本  集団中において全因子が導入された細  
多因子疾患モデルマ   進研究（生  使って．簡便に多量ノックダウンES細胞  GⅥ仏Sの結果のみを指標とした場合より  表現型は似ているものの、病因が同一  研究の波及効果として、ヒト多因子疾患  胞よりも導入されなかった細胞の方が多   
19  21    升井伸治              0  0  0  ロ  0  0  l  0  0                                                               ウスの効率的彬立法    物資源・創   株を樹立する方法を開発できた。他方、  もさらに精確な予言が可能になるだろ  でないためにヒトの病態を正確に反映し  に即したモデルマウスや試験管内解析  いため、効果の解析が困難である。多国   
の肌発  菜モデル動  多種類のタンパク寅を同時に発現する  う。他方、ZFNなどの遺伝子治療技術と  ているとは言い嫌い。このようなばらば  系が次々構築されれば、薬剤のスクリー  子を同時に発現できる本システムを用い  

物研究）  システムを開発することができた。変異  iPS細胞などの細胞療法をくみあわせる  らなシステムで多因子疾患が研項され  ＝ングや治療法の開発に多大な貢献を  た場合、一過性発現の後の薬剤選択に  
型タンパク真の相互作用解析に使用で  ことで，SNP5を改変した細胞を作出し治  ているのが現状である。本研究で開発さ  果たすことが期待でき∴予防医学の発展  より、全国子を発現する細胞のみを選択  
き、複数のSNPsの相互作用から生じる  疲することも考えることができる。現在は  れたシステムそのものあるいはアイデア  に寄与し、電民の健康増進および医療  でき、効果の解析が可能になる。SNPs  
表現型を多数同定できるだろう。  その基盤技術を開発したといえる。  が解析標準システムとなれば、より円滑  研究に限らず広範囲に波及する本シス  

に進むだろう。   テムについて、特許を出願した。   

PrPは生じたばかりの心筋締胞のみなら ずIb筋前駆細胞にも発現しており、胚発  
生における特異性も確認できた。すなわ  21年11月138付けNHKニュース関西  

ヒトES細胞由来心筋  創業基盤推  ち、PrPを利用してこれまで評価が困難  版、日経新聞、読売新聞等、複数のメ  
細胞の表面マーカー  進研究（生  だった心筋前駆細胞の性状に迫ること  ディアで紹介されたほか、この成果が塙  
探索および大量塙  なし。  鼓されたCi化Ut∂心0nRβSt）arCh誌でlよ”  

養・純化システムの  薬モデル動  可となる。本研により、心に分 化する旺前の前馳細胞は心筋または平  The〝N醜uralSelecも0∩‘‘dMusclefor  

≠簗   物研究）   滑筋に分化する丙能性を備えた細胞で  CきrdjacR8Pa；r’’と増した姫説がなされ、  

あり、培養条件によって分化の方向が 変化することがわかった 高い評価を得た．   

。   
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特  
年度  

原著論文  
（件）  

研究課贈名  研究手業    研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成案   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
名  

開絶  和 文  英 文  
始了  等   

待   

ヒトES細胞への遺伝子導入に最適な7  

創薬基盤傭  デノウイルスペクターを探索した，ヒトES  
ヒトES細胞および仰  細胞を異なる分散方法で継代・維持した 時の、ヒトES細胞の品質に対する影響  

5  23  0  0  65  9      0   

る基盤技術帆発研究   し。、ヒト【S のプトロコール化を行った。さらに、各檀  集系幹細胞の品質管 理・医療応用に間す   19  21   進研究（生 物黛源・創 薬モデル動  

物研究）   幹細胞のゲノムDNAを用いて、アレイ  

CGHの感度及び再現性を検証した。   

国内産植物に関しては科学的検証があ  
まり行われていないアイヌ民間薬、外国  

毎日新聞茨城版（21年9月8日付）にて、  

直についてはミャンマーノ〈キスタン、ペ  
主任研究者（渕野裕之）の研究成果とし  

ルーなどの希少生薬を中心に多方面に  てペルー国との共同研究である抗リー  
創薬基盤推  おける生物活性を検討した。メタポリツク  シュマニア活性を有する菓用植物の探  

天然組物資源を元に  
した新規医某リード化 合物の開発に関する  

東研究が紹介された。また平成21年日  

性の強い植物に闇し成分検束を行い多  特に該当はない。  本薬学会において発表した「紫重責の  
研究   薬モデル勤  くの生物活性化合物の化学構造を解明  皮膚型リーシュマニア症に対する臨床  

物研究）   した。生薬紫根の成分シコニンの強力な  試験について」は薬学会ハイライトに遭  

活性から派生した漢方薬紫璽ヰの皮膚  出された。平成20年度循環器病セミナー  

リーシュマニア症に対する有効性を現地  「循環器病の研究を支える生物資源」に  

での臨床試験で確認するに至った。   
おいて、研究成果を中心に報告を行った   

がんの高座書門医療  がん診療連携拠点病院等全国的500施 ににてい内がん  

設既無償配布しる院童  
施設において研究用  
に捷供される試料及   創案基盤推  梯斗化された臨床†‡掛病理情報が付 伍した豊富な臨床討魁よりなるバイオバ  本研究資源が、適切な診断薬・治療某 副菜標的候補分子を同定するための各    録アプリケーションHos－C帥R2．5に、機 能を付加する形でバイオ／くンクカタログ   

薪がもたらされると期待される。これらは   

19  21   進研究（生  金井 弥栄  
の東征的活用に基づ  薬モデル勒  御され十分な検出力を持つオーム解析   
くがんの分子解析に  物研究）  に適した研究資源となった。   成果を生むと期待される。   を無償供与し．具体的な試料管理方法 等についても助言して、研究資源ネット  
関する研究  ワーク化の壇緒となすことができた。   

本研究の目的は「病理解剖組織バンク」 を開発し、人由来試料の供給システム  現在．日本では医学生物学研究に用い  
る組織！式料を国内の大学、病院、公的  

創薬基盤推  
を開発する事にある。我々はー病理解剖 バイオパンク」、「病理解剖コラボレー  

ゲノム研究、プロテ  進研究（生   

薬モ‾ル勒  オーム研究に適用可  19  21     沢辺 元司      ション事業」の2つを構築した。医学研究   
パンク」の開発  物研究）  必須であるにもかかわらず一歯や筋肉   

などの特定の組織を除いて、人由来試 料バンク肌先の国内での取り組みは乏 しい 
合致しており、早急に建傭すべき事凛で  。とりわけ，病理解剖例を用いた全 鼻祖繊のバンクはこれまでに例がない。   ある。   

ー16－   



特  

年度  
原書論文  

（件）  

研究課塵名  研究事業    研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成案   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のイン′くクト  出  

開l絶  
名  和 文  英 文  

姶  等   
得   

多施設共同研究における前向き臨床罰  

多施設共同研究に豊  副菜基盤推 進研究（生  録された白血病の検 体収■と中央保存シ  
巣モデル勤  

ステムの確立   物研究）   よぶ遺伝子変異解析を行い、その鴎床 的意濃について解析した。染色体・遺伝 千変其の新たな予後マ 
とともに白血病発症に関するi要な知  ーカを同定する   
見を得た。   

本研究では、世界に先駆けて遺伝子組  既存の野菜用の農業機械を使用した糞  
み換えハトムギの作出に成功しており、 の 

薬用植物資源の安定 確保と有効活用のた  

究   物研究）   
めの基盤的技術の研   19  21  創案基盤欄 進研究（生 物資源・創 菜モデル動   川原 信夫    そ専門的、学術的価値は非常に高い と考えられる。また、組織培養物の長期 保存に関する研究においても、超低温 保存後の再生に成功するとともに、壬妻   

ある嘉用植物の国内栽培化、効的な   きな成案が認められている。   る。   
も確立し、大きな成案を示している。   

本研究を通じて、国内の多くの研究者に  
よって樹立された培養和地の品質首席  本研究で実施した細胞資源の高度化  

度化し、誤った細胞や汚染された細胞を 排除する研究支援システムを確立した。  
さらに細胞貴腐のウイルス検査の実施   

細胞研究費瀕の資源   副菜基盤推 逸研究（生  の賞的向上を保るのである。こ九   

物研究）   
19  21    物資源一創 蒸モデル動   小原 有弘  

ンに関しては海外の細胞バンクとの連 携によりガイドライン策定に向けて活動  
を待った 

。  につながり、行政的にも五重な意義を持  
おけるゲートキーパーとしての役割を果  つと考えられる。   
たしていると考えられる。   

短期的な簸争的研究開発を行う民間企  
臭等では広く付紐や治験を与える研究  

実験動物こおける基礎的チーターは未 だ不十分であり 
、特に量長類において はそのことによる研の障書がある 

究．本   

動物資源の安定供給  創薬基盤推   
ある。また、圭長類等の高度実個動物 lま直線に臨床利用に縮びつくものも数  

40  52  15    40  15  2  0  2  

物研究）  に向けた繁殖およぴ 品質管理棟術の高度 化に関する研究  19  21    促音康宏  

らにはテーラ 
法 されることになった（Vaccin02010in  

れる。  即eSS）。   少なく、その意味においても本研究は医  
科学研究において価値は高いと考えら  
れる。   
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特  
年度  原著論文  

（件）  

研究課鵠名  
名   名   

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行敢的場点からの成果   その他のイン／くクト  出  

間終  和  
姶7  文   

得   

世界慈扇レベルの静磁場強度である  
14テスラマグネットを用いて、X．Y．Zの  

本研究で開発したMRl顔微鏡は、MRI のもつ機能†書観（代謝情報等）収集とい  
3方向とも空間解情感20ミクロン以下と  う特徴と、顕微鏡の持つ高空間解牒傭と いう特徴を兼ね備えており 
いう、国内最高の解像應での画像欄像  、将来的に  

医療機器間  を遠慮した。所有する悼斜磁場コイル用  は、細胞単位での良／悪性の診断や、  
t濾アンプの限界により、米国における  iPS細胞など最先端細胞工学による治  

組高解像度MRl簸撒 の  19  21   発推進研究 （ナノメディ  

錬開発  療の有効性の診断などが期待されてい  
シン研究）   最高解像度（数ミクロン程度）には及ば なかったが、国内初の超高楼壌マグ ネットを用いたMRl顕徹鋏開発で る。それは、今後の医療をより侵襲性が  

一定  低い、患者にとって低負担なものへの転  
の成果を速成したことは、既に海外に比  換を可能とするものであり、本研究によ  
較して連れを取った日本のMR】物理・工  り、招来における医療費削減などの可  
学研突から見て、非紺こ意義深いと考  能性を示すことが出来た。   人に対しより深く、本研究の内容を理解  
える．   して貰うことが出来た。   

開発した水溶性高分子化造影剤は、従  

細胞移植医‡射こおけ  医療職暮開  来から細胞トラッキングに用いられてい る磁性粒子の最大の間鴨点であった細 地内での安定性と遊離分子が与える ア 
ーティファクト等を解決する有用な   

l  47  35  5  112  31  2  0  4   

る細胞のhvi＞0イ  19  21   発推進研究  山岡 管二  

動物への移植実験の結果、両者の補完 的な／でイモーダル解析により移植された 幹細胞の動態と操能が追跡可能になる ことが示された。  身イメージングに使用される量に比厳し て速かに少量であることから、今後さら なるデータを得て使用が可働こなれば、 大いなる力を発揮するツールとなる。  るのは容易ではない。すなわち．細胞移 掩後の絹地の挙動を脾維に追跡するこ とで、その安全性を担保でき、新たなガ イドラインの展開の指針となりうると考え る。  れていない物質のよつに、移植された細 他の生体内での挙動や効果が解明され なければ、■の医療とはなり得ない。本 システムはこれを解明できる一手段とし て有用である。  究に選定され．日軽産業新聞り9．9▼20） に掲載され、また、20年度分子イメージ ンケ学会優秀ポスター賞にも逮賞された   
神経細胞ネットワークの形成を制御す  本研究成果については、大学の公開受  
る新たなカルシウムシグナル線路・ナノ  
ドメインを同定し，その分子実態のイ メージングに成功した。この成果の一端  請科目等において紹介した。また日米先 端科学シンポジウムの神経科芋・庭草  
は、神経科宇のトップジャーナルN8urOn  

セッションにて、世界へ発信する機会を  

医療機器間  
得た。勝者内C82＋シグナルのMR【計測  

カルシウム憶常性破  の基本に関わる特許については、研究  誌に掲載され、Sci8nG8誌の注目論文の 贅頭にも二取り上げられ、国内外で大きな 反♯があった 特記事項がなし。  分担者の菊地らが取得済みである。菊  
緩のナノイメージング に㈱する研究  柑  21   発推進研栗 （ナノメディ シン研究〉  尾藤晴彦  。またその続報について  地は、これらの成果に対して第22回日  

は．」．仙∋urOSCi．誌上」仙m81C山b欄に  
おいて紹介されるほどインパクトがあっ  本Ⅰ馴J科学賞、20年度英国王立化学協 会奨励賞 

た。さらに、認知・高次脳機能発現に関  
、平成21年度日本学僻操興会  

賞を受賞した。また研究分担者の奥野  
与している細胞群のイメージングを可搬  は、この成果に対して、平成21年度日本  

にする新たな技術基盤を開発した。   神鎧科学学会奨励賞を受賞した。   

抗がん刑の副作用は、がん局所に抗が  
有機磁性体はエレクトロニクス分野での  
開発研究が進んでいるが、医学応用は 極めて連れている 
。本研究では、エレク トロニスにけ  

クや金属材粕分野おる産 化にして 
医療塊器朋  業技術を医療用合物利用、有 がん化のこな  

の画像診噺への応用   （ナノメディ  
新規磁性薬剤化合物   19  21   尭推進研究   

シン研究）   い、MRlの遺影機能を持つ抗がん剤化 合物として開発した。木肌発研究は医学  
と物理工学との学際的な共同開発研究 であり、今後の医学研究から画期的な  

れる。  に大きなインパクトを与える可能性があ  技術の開発のモデルとなりうると考えら  
る。   
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持  
年度  

原著滴文  
（件）  

研究課蛤名  名   名   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の朋発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開l終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  囲 内  国 際   願 取  

得   

分子構造解析に基づく創案スクリーニン  
グ系と、細胞・生物を用いた薬効評価ス  
クリーニング系を杜正することで研究者  構造に基づく創薬は治療効果が高く副  
が主体となった薬剤開発モデルを確立  作用の少ない分子操的薬剤の開発に道  
できる。がん細胞の増殖に関わる細胞  

を開き、その開発の成功は大きな医療  

内pHの上井をがん細胞特異的に抑制  
経済効果に縮びつく。CHP2阻害剤は副  

ナノ分子イメージング  医療機器開  作用の少ない制がん剤の開発を通じて  

を活用した次世代創 薬アプローチ  19  21   発推進研究 （ナノメディ シン研究）  盛美三        するCHP2阻書刑のスクリーニングと強 心剤および家族性心佑痘のターゲット 分子と考えられる心筋トロポニンコアドメ  ニンは心筋収錮のカルシウム調節の要 分子であり がん治療に副わる医療コスト軽減に頁 徹する。同様に、ヒト心筋トロポニンを標  
インの辞絶な構造モデルを得た。血管  

的とした薬物は難病とされる肥大型心筋  
新生への韮物評価系として血管特異的  症の治療に関して、SHP2の阻書桑は▼  

なGFP発現Zebrafishの有用性  がんや白血病の治療に朋する医療コス トの隠滅を期待できる 
し，薪たな副菜評価系として応用に道を  。   

発が期待できる。   
告し、Sc8inceに研究謳文を発表した。   

開いた。   

医療機器の開発において重要な点は．  日本公定辛協会が実施する薬事エキス  
いかにして医療側のニーズを踏まえ具  低侵襲医療技術に朋し、臨床ニーズを  本研究成果の一つであるリスク情報／  本研究成果の一つであるリスク情報／   パート研扱こおいて、本研究成果となる   

鴎襲医療龍巻の美  医療機器間   
体的ビジョンを績簑するか、その実現に  網羅的かつ専門的に集めた取り塙みは  医療機署のPし判例情報が、経済産業  医療臓のP」判例情報が．経済産業  リスク情報／市販前プロセス情報の研  

規化を目指した領域  向けて技術シーズを如何に組み合わせ  これまでないものであり、本研究成果の  省「医療機器分野への参入・部材供給  省「医療機等分野への参入・部材供給  究成果をもとにしたディスカッションが行  

創出と運用に関する  横断的な知的基盤の   
研究   シン研究）  

事項は何かをヰ抑こ把握することであ  の両面から収集しており、今後の医療技  が、経済産業省・NEDOで実施されてい  が、経済産業省・NEDOで実施されてい  業側及び規制・行政側が参加する低侵  
り、本研究成果はこれらの情報を捷供  術開発に有意義な隋線路供が可能と  る技術戦略マップの作成において活用  る技術戦略マップの作成において活用  襲技術実現化フォーラムを開催すること  
するものであり、その意義は高い高いと  された。   された。   で、今後の医療技術開発を推進すること  
考える。   に寄与することができた。   

本研究幸美は九州大学の先積医療開  
本事業によって、M㌣C8合金による生体 吸収性ステントプラットホ 発特区（スーパー特区）の分担課題とし  

ームや生体吸 収性ナノ粒子溶出ステント．間欠式パル  て採択された。その制度を活用し、安全  
先端技術（医・工・薬・  

スインフュージョンナノ粒子DDSカテーテ  
任官式鹸の内容の事前相談ができた。超  

ナノ〉融合のインテリ  高齢化社会への道を進む我が国におい  
ジェントナノDロS制御  医療機器閤  ルが「より優れた」「安全性の高い」再狭  

窄抑制効果を発揮する次世代医療臓書  て動脈硬化性疾患は死因と寝たきりの  
技術開発に基づく低  原因の主たる比率を占めている。本番  
侵凛血管内医療シス テム（分子標的医薬  集の成果が実用化されれば、患者の  

シン研究）   発持区（スーパー特区）の制度を活用 し、承認申請に必要な安全性書式験に蘭  00し・生命予後改善、早期社会復帰を  
溶出・生体吸収性ス  実現する高効果・低副作用の低侵襲医  
テントot（：）の創製と  

する相談やデバイス企業との交渉が進  療が達成され、医療費の削減と適正化  
臨床応用   をもたらされる。また、新しい医療産業が  んでいる。日本発の独創的な医療機暮 として実用化できるよう研究開発事業を 絶績して推進したい もたらされ日本の産業の競争力強化な  

。   らびに新たな雇用の創出への貢献も大  
きい。   

本研究期間の最終年座には，がん微小  
本研究でlよ超音波遺影性薬剤封入型  
ナノバブルと超音波を用いて．微小血管  

の三次元構築圃偉からがん診断をおこ  
ナノ′くブルと超音波  ない．また超音波照射でバブルを破裂さ  

を用いた高周波福音  医療捜等朋  したその結果、解剖学的に複雑な形態  

波三次元画像診断・ 分子導入システムの  

開発   シン研究）   画像診断・分子導入システムの開発を おこなった．本成案により．新しい薬剤 キャリアと、CT、MRI、PETの精度を超える  
システムでは検出が困難であった病巣  

新しいがん柑小診断法を提案すること ができた   
可能であると考えられる．  いることにより、検出可能になることが明  

らかとなった 斬システムの開発が望まれる 像診断システムの開発を遂行している 
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特  
年度  

原著論文  
（件）  

研究課越名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成案   その他のインパクト  出  

間終  和  
姶了  文   

得   

本研究では、心臓保護薬剤アデノシン  
や杭不整脈薬アミオダロンのリポソーム  
化による障書心筋への選択的集棟増  
強、心臓保農作用増強（心筋梗塞サイ  
ズ絶小・致死的不整脈減少）ならびに削  

日本経済新聞（20年4月4日）で＜心筋  

医療機器間  作用軽減効果（血圧低下軽減作用な  
梗塞の新薬剤＞として、＜ナノサイズリ  

ナノサイズリポソーム  

を用いた急性心筋梗 塞治療法の開発  19  21   発推進研究  南野 哲男        ど）を示した。また、へ′ぐノン結合性EGF   後心不全・婦人科系がんに対する新規  
DDSの開発をおこなった。本研究は、心  

理解しやすく紹介され．大きな反響をよ  

腐棲塞がリポソーム治療のよい適用に  んだ。   

なりうることをしめした。さらに、心不全  
に対する果物送運システムの開発の可  
能性を示し、画期的な成果を示した。   

磁気は対象に非接触で確実な動力を与 えることができ 
、王カやクーロンカ等に 比較すれば誘導力として医療に導入し  
易い技術と考えられる。これを単なる力  

超早期がんの低侵襲  
で効果的、正確で安   医療機器関   

テーテルの誘導補助ではなく微細内祝 鏡の誘導とすることで 

ぴその医療技術の蘭  シン研究）  

先に関する研究  19  21    小林舞光       、これまで難し   
考えられる。   期待されると考えられる。   得ると考えられる。   る開発であると考えられる。   置の使用を折様に磁気遮蔽装モを開発 し、また小型超伝導t磁石装壬のシス テムも簡易化し、医療における新たな読 ヰ要素技術の開発として意義が高いと   狭いので画質は十分と考えられ、内祝 鏡システムも簡易である．この点でも、 新たな内視鏡捜査として標準化が大きく   用を行い開発を行ってきた今回の開発 成果は、磁気扶導が臨床の現掛こヰ入 される場合のガイドラインの参考となリ   ても尿管 

MR灯こよる診断と同時に外部からの物  
理的な刺激によってDDSを可他こする  
ナノプローブ（オーノHンワンナノデパイ  

ス）の創成を目的として、異なる研究分  

高雄増MR】とオール  る。本研究課他の成果として、MRI検出  
インワンナノデバイス  医療機器間  野の研究者が結集して基盤技術を開発  
による癌撒少病変の 非侵♯的診断 該当無し   該当無し   D  35  0  0  21  9    0  0   

・治療  シン研究）   のヰクローン抗体の作成、ナノ粒子へ の穣的分子の架橋億の確立、MRI検出  
システムの開発   可能な温度応答性リポソームが創成さ  

れた。これらの技術を融合させることに よって、オールインワンナノデ′くイスの  
作成が可能になる。   の改善に貢献できるものと思われる。   

胎児の生理的子宮内環境を乱すことな  く．低侵襲性の治療を行うことが可能と  本研究の実現により．全体的な手術成  

胎児手術の技術的限  なり，母体・胎児の治療成績．予後の改 善が期待される 
績と予後の改善に繋がり．医療経費の  

界を克服しうる子宮  医療機器朋   ．また，治療可能な胎児   
削減も大いに期待される（医療経済的効  

内手術システムの開   果）．また」拾児時期での治療という頓   

19  21    千兼 敏蓮  点から．妊娠母体の選択肢増加となり．  0  0  0  0    6  3  0  0   

D超音波誘導下での  医  
少子化対策上の効果も期待さ九る（厚   

座高感度胎児内視鏡  シン研究）  生行政上の効果）．さらに，産業経済上  

手術  胎児治療全体の飛橿的な進展．さらに は．胎児に限ることなく広範な疾患領域  の効果として，国内医療横着産業の濾  

での低侵凛手術が一層可能となる．   善に繋がることと言える．  興も考えられる．   の紹介   
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特  
年度  原書論文  

（件）  

研究課池亀  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開l終  
始了  

和  
文   

得   

非侵襲的な生体内膵島の画像診断技 術により糖尿病の超早期診断が可能に  
非侵襲的な生体内膵島の画像診断技  
術により、糖尿病の病態や病期に開す る新しい件報が得られ 
、糖尿病を形態 学的観点から解析することにより．新し  

非侵農的生休棒よイ  医療像署開  い診断基準や治療戦略をたてることが  

病の超早期診断溝の  （ナノメディ  
矧こなし。   0  3  0  0  5  8  8  0  0   

開発   シン研究）   
メージングによる糖尿    19  21   発推進研究    柘埴 輪也       可能となる。また、膵島の可塑性がある 時期に、細胞保護因子や膵島増殖因子 による介入が可能となれば 

、膵島消失 しせて常  
車を隠滅膵島再生を促進さ健 レベルまでせること 
回復さ、すなわち、 治癒を達成できる可能性も生まれる 

。  

なると考えられる。   ある。   

本研究により、複数分子同時イメージン  
本研究では．新規核医学核種製造シス  本研究により、複数分子同時イメ→ジン   

蝮数分手間時イメージングは、異なる新 椴医学椴経で標識した複数の分子プ  の事により、臨床診断学、基礁医学およ  メージングの提案は我々の独創的技術  
ローブを同時投与するため、従来の棲  

穐々のY維放出椴を  医学診断と異なる。このため、複数分子  

用いた早期疾患診断  医療機器朋  同時イメージングに適したガイドラインを  

ブロープ開発とコンプ トンカメラによる複数 核種眉時イメ 
ージン  シン研究）   おける新規統計学手法を構築、糖尿病  のみならず、その早期診断と同時並行  どの超早期診断実現こも寄与するであ  譲位瓶も増加の一途をたどり、この中に  

グ   ガイドライン整備が必須となる。本研究 による複数核檀の同時投与による愚者  
被ばく生や散乱による作業者被ばくなど  
の詳細なシミュレーションの成果が、今  
後に検討に有益となるであろう。  

を達成した。   ム構築が現実的な視野に入る。  減や国民の00Lが向上することが期待  
される。   る。   

本研究の結果、ナノ粒子とTGFβ阻書  本研究により、現在漑治とされる固形麓  
剤の併用について、適応癌腫はペリサ  窺に対して、新規の有効な化学療法の  
イトに被覆された腫瘍血管を多く持つよ  可能性が示されてきた。なかでも、陪癌  
うな桂瘍である可能性が示唆された，－  

やスキルス胃癌はわが国でも多く見られ  
方、ナノ粒子単独でも蓄積する腫瘍では  る難治性固形癌であり、また悪性中皮  

がん微小環境制御を  医療性器胡  

による難治性固形が  （ナノメディ  
併用したナノドラッグ   

いて いるVEGF阻曹と比較すると、VEGF阻音  のして、この に対して効果的かつ副作用の強くない  ん治療の実現   
シン研究）   の併用は後者、すなわちもとより漏出性  化学療法で奏効峯が上がれば福音とな  

の高い血管に対してナノDDSの薬効を  
増強する可能性が示された。なお、長期  

る。本研究により、それをわが国が得意 とするナノDDS菅利用し、その特徴であ  
手性はナノDDS単相こ比べてTGFβ限  る低副作用を保ったぎま治療を実現でき  

書刑併用での増悪は見られなかった。   る可能性が示唆されたと考える。   

積極的な治療手段がきわめて限られて  
冨鳴の発生・認許機序は明らかになっ  
ていない。リドカイン投与によって蛸牛  

主任研究者が某25回目本DDS学会にお  

ナノテクノロジーを用  医療機器間  いてシンポジストとして招かれた内容に  
ついて、M8dic8けれbun8誌に掲載された 21827 

いたDDSによる耳鳴 の克服  19  21   発推進研究 （ナノメディ シン研究〉  坂本違則    内で発現量の変化する分子を明らかに することで、耳鳴抑制に対する作用機 序 、ひいては耳鳴の発生騰序について  （年月日号）。また、当科ホーム  
ページhttp；／／www．kuhp．kyoto－  

の知見を得るきっかけとなった。  u、aC．jp′8nt／に適宜情報を掲鼓した。   

となる研究を行うことが出来た．   
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特  

年度  
原書論文  

（件）  

研究課髄名  研究事業   研究者代表者氏    専門的・学術的観点からの成果   名  名  
臨床的観点からの成案   ガイドライン等の開発   その他行政的穏点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  和  
始了  文   

得   

本研究成果によって、NSAJ加を基盤分 ヨの  
SPECTによる7ルツハイマー病の早期・  

非ステロイド性杭炎  子とする放射性ウ兼職化合物中 から、DPODおよぴ2－Plサ格が新規  
SPECT用アミロイドイメージンダブEj－  

予防診断技術の開発の必要性は、患者  
医療機器Ⅶ  やその家族の生活の貫の向上を回り、  

ドイメージンダブロー  症薬（NSAID8）を基 盤分子とするアミロイ  ブの開発  19  21   発推進研究  小野 正博      プとして機能することが示唆された。ま   
シン研究）  方、SPECT診断が可能な施設は月本で 2000以上あることから 考えられる。また、現在間糖となってい  

、SPECT製剤の 開発は意義深い 
る過剰な医療真の削戚にもその意義は  

。   

大きいと考えられる。   
の可能性が示された。  

本研究書菓及びその推進事凛におい  
医師主導治験の計圃及び実施を通  て、「新たな治験活性化5カ年計圃」の壬  

じ、我が国の治験を推進させるための  点的取組事項に寄与した。主として、質  

取り組みを行った。その成果として、臨  
の高い治験を実施するための全国規模  

医療技術実  床の現場で望まれていながら製薬企  のネットワークである大規模治験ネット  

治験推進研究事業  21  21   用化総合研 究（治験推  
ワークの橿柴．インターネットを用いた  

医師会  稟・医療機器企業が開発に消極的な領 域での治験を実施するとともに．実施届  
「臨床試験のための8一丁r8iningc8正郎」  

進研究）   療機関のネットワーク化等により貫の高  
の開催、医療機関が実施する治験啓発  

の設問の充実、臨床試験の登録及び結 のホ 
い治験を速やかに実施することが可能  

（1品目（2製剤）で承諾申請中、8品目で  
果公表を行うームページの運営、統 一書式作成ソフトウェアのバージョンアツ  

となる体制を整備した。   治験実施中、1品目で治験準備中）。   プ等により、治験の体制整備・人材礪  
成・普及啓発・効率化を促進した。   

想文コンクールの開催を行った。   

大分大学医学部・附属病院を挙げて治  
験を含む臨床研究の推進に取り組む体 ため 本研究について市民レベルにまで広く周  

グローバル早期臨床   医療技術実  
用化総口研  

緻進研究）  19  2l    冊  大権真一  日本国内で臨床薬理学の専門知讃・教 書体制を有する6大学病院による早期 臨床紬推進ネットワークを構築し、早 期臨昧！式験推進のインフラを整備した。    制を構築する、総合臨床研究セン タ⊥を新設した。本センター内には国立 大草病院初の臨床試験専用のクリニカ ルトライアルユニット（CTU）を新設し、早  国際共同治験の推進が図られている が、ヒトで有効性を持つことを確認し、医 薬品開発の方針を決定するためのPOC （pr∞fofconぐ8Pt）試験などのグローバ 床試我が・積極‾ノ‾  治験中核病院として治験を含む臨床研 究の実績を捷示し、中棲・拠点医療機関 ベースライン班圭子ータ作りに貢献し たまたグー小レ早期l蛙床拭験推進   如してもらうために、日本語並びに英言吾 のホームページ（ww州」一Clわ∩8Up／、 ww〟」－Glわn8Up／8ndish／）を作成・公開 した。また、主として外国企業に対して周  30  28  41  l  42  16  0  0  0  試験地進のための大     究（臨床研   この活動は、輪国、中国に大きな反響  期臨床試験のインフラを整備し、難治性  ル早期臨．験を 国で 的に什 える体制を整えることが棲めて量要であ  ＿。＿、ロ′＼ノ の6大学病院ネットワークは絶包では国  知活動を雪テラために、実話のプロモー  苧病院ネットワーク構    究基盤農偏   があり、今後のグローハル開発戦略とし  呼吸器疾患患者を対象にグローハル早  るとの観点から本研究を遂行してきた  が主導する臨床棚ネットワーク  ンヨンDVDを作成した。また、一般市民を  築の基盤整備研究       て1祝されるアジアとの連携体制の確 立に至った。また、実際Jこグローバル早 期臨床試験を遂行し、我が国の早期臨  
床試験推進に貢鼓した。   れた。また、NE【）0ロジ工クトの中で、 世界初となる静脈並びに経口拍与によ  を計4回実施し、我が国の国際共同治験  

るカセットマイクロドーズ臨床試験を完  の推進に大きく寄与した。   
逢し、内外に高く！平価された。   

基礎研究を背書とした新しい治療法を  学内・学外対象の臨床研究に関するセミ  
世界に向けて発信し、本邦の臨床研究  

ナーはNHKから取材中し込みを受け言責  

センターのり一ダーとなるべく．生物鏡  
義の操子が全国的に放送された。一般  

新家、データマネージャーを含む幅広い  
市民向けポスターを作成し配布・掲示し  

アカデミック臨床研究  医療技術実  た。若い世代への教育として教育用パン  

機朋（ARO）を用いた 臨床研究湖点整備の  なし  フレツトを作成した。中学生を対象として  

究基盤整傭  0曙a正三auOn；ARO）の設置、トランスレー  
計三枚において臨床研究に関する出張  

ための研究   推進研究）   ショナルリサーチから医師主ヰ治験まで  講義を待った。また、中小企業基盤整備  

幅広い臨床研究の実施、被験舌に対す  
機構共催、千葉市後楳を得「くすりがで  

る保護体制の確立、データセンターの設  
きるまで」をテーマとした英検授業を行っ  

昔を行った。   た。中学生に対する啓発活動は日本医  
師会治験環境部門賞を受寅した。   
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持  
年度  蒋著論文  

（件）  

研究課鯖名  名   名   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的萄点からの成果   その他のイン′くウト  出  
耶l絶  
姶了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   顧 取  

得   

積袖神経領域の臨床試験は、有効性辞  
価の困難性があること等の間瀬が指摘  
されている。平成20年10月に、国立精  精神神纏疾患領域は、ドラッグラグ（欧  

医療技術美  神・神経センター内にTMC  
精神・神経分矧こお  （Tr8nSla吏on81MediGa】C8爪Or）を設立し  

を自指した基盤整備  究基盤整傭  
に関する研究   推進研究〉   ける臨床研究の推進    ＝I  21   用化総合研 究（臨床研    中林 菅夫       たが、TMCのように精神神経領域に特 化した臨床研究支援センターは国内で も綾を見ない。当該領域の治験を含む 臨床研究の実施上の間惣を検討し 

、対  研の 併したTMCを設立したことの意鶴は大き  

応する機能を整備することで推進が国  い。   

れることは専門的・学術的観点からも成  
果となる。   

臨床研究をIj－ドしていく医師、CRCの  
「臨床富根を適正に行える医師を養成   臨床現1削＝合った型での教育の必須事   医師、CRCのための体験型ワークショッ  一般市民向けの治験に関する市民公開  
すること」を目的として、その教諷冬草  項を捷示した。全国の300床以上の医療  プ普及のためにワークショップで使用す  講座を実施して．市民への治験の普及  
会の教書内容の認証にあたる「臨床試  機関で医師や医療従事者への臨床試  る模擬試験計画書、模擬説明同意文  活動を行った。また、医師やCRCのため  

日本臨床薬理学会藷  医療技術美  験を適正に行える医師を兼成するため  験に関する教育の現状と考え方を明ら  さ、および初級と中級医療従事者向け  のワークショップのロールプレイに、その  

定制度を基本とした  用化総合研  の協議会」の設立を行った。初級およぴ  かにし、大規模医療施設で治験や臨床  の不完全模擬説明同意文書を教材とし  地方で医療ボランティアを行っている－  
臨床研究体験型教育  て作成した。CRCのためのワークショツ  般市民の参加協力を依頼し、治験の説  

けの有軌な学習モデルとして参加体験  が実施されていることを明らかにした。  ブのワンポイントレクチュアーとロールプ  明同意場面の模擬体験を行った。この  0  0  ヰ  ○    0  6  
プログラムの研究開  究基盤整備  
発   推進研究）   型ワークショップを開発した。日本専門  臨床研究棟経堂録ワークショップで歯床  レイを項月ごとに編九し、医師やCRCが  ように一般市民は何らかの形で医療従  

医制評価・認定機檎加盟各学会では書  試験事前登録への理解の進展が得られ  各医療機髄で学習する際に使用するた  草書の教育崩会に参加することで自分  
門医に臨床試験の基礎知雄が必要であ  た。CRCのためのワークショップでは  めのDVD教材とした。全国で開催した  たちの治験に対する理解を深められ、さ  
リ、統一した教育プログラムが必要と考  CRCに必睾な「知讃」と「技能」だけでな  ワークショップを記録で残し、今後新たな  らに治験参加への理解にも役立つこと  
えていることを明らかにした。   くノ態度」を磨くために有効なモデル学  教材を作成するための資料とした。  が明らかとなった。   

曹浅を開発した。  

米国FDAにおいても新薬開発の加速の  
臆床SPE（〕T検査における誤差重囲をモ  施設間誤差をなくするSPECT操像・解析   ためにPETの利用が推奨され、ただし画   

今までは、SP〔CT画像の定量性を保陣  
化が可能になった。このことは、既存の  を利用した大規模多施設臨床研究の央  する画像再構成ソフトが存在しなかった  る。当該研究成果の最も重要な点は、  侍した。国内の医療機署メーカーや製薬  

医療技術美  SPECT装亘を使った検査の診噺欄麿の  施が可租こなり、一線の臨床機関での  ために、医療性器工薫会の規格（NEM  今まではPETでのみ可能だった生理機  企業とのネットワークは今後の大規模臨  

SPECT検査の精度  用化総合研  向上と、施設や装置を超えた再現性が  利用が開始されるに至った。特に、主幹  A規格）にもSPECT画像の一棟性につい  能画像の定量化が全国で多く設置され  床試験において大きな財産である。本研  
確保されたことを意麻する。従来はPET  動脈閉塞症におけるステント留置術や  ては言及されていない。このような中で、  ている既存のSPECT装量を使って実施  究で設置された事務局では多施設よリ  

ない標準的画像診厭  向上と施設間誤差の   

法の確立   床応用推進  診断が、日常の臨床で広く利用されてい  診断，同症例の術後評価などを目的  カーでは独自のQC指標が整備されるに  だけでなく薬理的負荷に基づく反応性な  初期画像へ位置合わせや部分容積劾  
研究）   る既存のSPECT装置を用いて実施可能  こ、圏内で14Dの施設にて、年間9，500を  至った。日本核医学会内では研究主任  どの動的機能の診断を介して、薬理効  菓補正など一貫した解析を行い、標準  

になった。この成果は、米国核医学会の  超える症例を対象に利用されている。ま  者のもとにワーキンググループが設立さ  果を正確に評価できるようになったこと  化されたデータを研究壱イこ捷供すること  
ハイライト凛瀧や学会誌ハイライト記事  た、心賎領域でも同様の定量化診断が  れ、今後はガイドラインの作劇こ貢献す  で、薪菜開発の加速に青緑することが  で大きな役割を果たした。これらの研究  
で紹介され、国内外より大きな反響が  可能になり、今後新しいl臨床検査法とし  ることが期待される。   期待される。脳梗塞治療薬の開発先進  を支える人材を育成したことは、今後さ  
あった。   て大きく期待されている。  囲である敦が園にとって極めて重要であ  

る。   持される。   

我々は．Du。honne型筋ジストロフイ⊥ （DMD）のモデル動物である廠ジストロ  
フィー犬でモルフォリノを用いたエクソ  
ン・スキップにより、ジストロフィンの発現  

アンチセンス・モル  医療技術実  こでき。  
フォリノによるDucho  用化総合研  が回復し、筋ジストロフィー症状が改善 されたことを受けて、範ジス犬の遺伝子 変異に相当するエクソン7単独欠失 DMD愚者から生検により経線芽細胞を  
臨床応用研究   研究）   
nno型鮪ジストロ フィーのエクソン・ス キツブ治療に向けた   1g  21    究（基礎研 究成果の鴎 床応用推進   武田 伸一          待てヒト細胞でもエクソン・スキップが可 能であることを美征した。一方、m血52 マウスに対してモルフがノノの全身導入  

によるエクソン51スキッブの結果．筋ジ ストロフィー所見が改善することを見出  
した る筋ジストロフィー治療評価ガイドライン  

Lfr. の策定と専用の設備の整備を進める。   
にも多数取り上Ifられている。   
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